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株主の皆様へ
　株主の皆様におかれましては、日頃より当社グループの活動にご理
解とご支援をいただき、心より御礼申し上げます。
　さて、第53期第2四半期累計期間を振り返りますと、国内外でコロ
ナ禍からの経済活動の再開が進んだことにより、企業業績は緩やかな
回復基調にあるものの、長期化するロシア・ウクライナ問題や、欧米
を中心とした経済・金融政策の影響懸念など、引き続き不透明な状況
であり、国内では人手不足の問題や急激な資源価格高騰・賃金上昇な
ど、国内外ともに予断を許さない状況が続いております。
　このような環境の中で当社グループにおきましては、これまで築い

てきた「全員参画によるOne Team 経営」をベースとして、お客様のご期待を確実に受け止め、周囲の環境変化
に敏感に対応する、つまり自らを変えていく「正常進化」を愚直に実行することで、3期連続の増収・増益と第2
四半期累計では過去最高とすることができました。
　その取り組みの具体的な表れとして、発行体格付の「BBB」から「BBB+」への変更や経済産業省による「DX
認定」の取得などがあり、着実な良き変化を実感しております。また、資本効率向上の為の各種施策の展開や株
主還元の充実など、持続的な成長の実現に向けた企業体質の改善と企業価値の向上にも努めることができたとも
考えております。詳細につきましては、当通信をご覧ください。
　株主の皆様におかれましては、より一層のご指導ご鞭撻を賜ります様お願い申し上げます。

2023年12月

連結業績ハイライト（2024年3月期第2四半期）

2024年3月期 通期予想

第53期 第2四半期累計期間 株 主 通 信 2023年4月1日 2023年9月30日

証券コード：9368

代表取締役社長

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

売上高

60,000百万円
前期比 1.5％増

29,303百万円
前　年
同期比 3.5％増

営業利益

3,600百万円
前期比 10.1％増

1,847百万円
前　年
同期比 36.4％増

経常利益

4,200百万円
前期比 5.9％増

2,354百万円
前　年
同期比 18.4％増

親会社株主に帰属する
当期純利益

2,800百万円
前期比 13.3％増

1,531百万円
前　年
同期比 23.1％増
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セグメント別概況
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売上高は、国内の物流サービス事業及び中国子会社広州広汽
木村進和倉庫有限公司及び北米子会社KIMURA, INC.におけ
る受注量の増加等により、20,575百万円（前年同期比1.9%
増収）となりました。営業利益は、売上高の増収に加え、現
場第一線での日々決算活動の推進による収益力向上等により、
2,149百万円（前年同期比27.9%増益）となりました。

売上高は、主要顧客からの受注量の増加等により、1,028
百万円（前年同期比27.8%増収）となりました。営業利
益は、売上高の増収等により、98百万円（前年同期比
13.8%増益）となりました。

売上高は、車両販売事業における台当たり販売単価の上
昇等により、7,172百万円（前年同期比3.2%増収）とな
りました。営業利益は、車両整備事業の収益改善の遅れ
等もあり、374百万円（前年同期比0.0%増益）となりま
した。

売上高は、市場の人材獲得競争の中、エリア貢献の拡販
（中部、関西、関東への展開）実現に向けて積極的な拡販
活動や新規顧客の獲得に注力したこと等により、871
百万円（前年同期比23.7%増収）となりました。営業利
益は、売上高の増収等により、15百万円（前年同期比
1,031.2%増益）となりました。



　2023年8月1日に、経済産業省の定め
る「DX認定事業者」として認定されま
した。DX認定制度とは、「情報処理の促
進に関する法律」に基づき、「デジタル
ガバナンス・コード」の基本的事項に対
応する企業を国が認定する制度です。
　当社は、「人を大切にし、人と人のつ
ながりで社会課題を解決し、『夢・豊か
さ・安心』な社会を実現する」をパーパ
スに掲げております。「人」を中心として、
デジタルを活用し、「人」の仕事の仕方
を変えることで、お客様や社会課題の解
決に貢献することを目指しDXを推進し
てまいりました。
　今回取得に至りました「DX認定」を
弾みとして、今後もお客様への更なる付
加価値を創造するとともに、社会課題の
解決に取り組んでまいります。

　社員の多様な働き方を推進する施策
を行い、2023年6月12日付で厚生労働
大臣より「くるみん認定」を受けました。

　主な基準の達成状況は以下の通りです。
・育児休業取得率
　男性社員 16％（認定基準10％以上）
　女性社員 95％（認定基準75％以上）
・子どもたちの健全な育成を支援するための制度
　育児短時間勤務制度の適用期間を延長
　養育する子が小学3年生まで2h/日
　小学4年生から小学6年生まで1h/日（追加）

　また、併せて男性社員の積極的な育児参加のための制
度整備を行いました。
　今後も時流に合わせた就業環境・福利厚生を整備し、
従業員一人ひとりが安心して業務に集中できる環境づく
りに取り組んでまいります。

　格付投資情報センター（R＆I）が提供している信用格
付けにて、当社の発行体格付※がBBB［ポジティブ］か
らBBB+［安定的］に変更されました。
　物流事業の取引拡大やメンテナンスリースを中心とし
た自動車サービス事業の営業基盤による業績の安定性や、
財務基盤などを評価いただきました。当社の発行体格付
の変更は2009年以来14年振りのことです。
　今後も更に上位の評価を目指してまいります。

　その他当社トピックスにつきましては、右の
QRコードを読み取っていただくとスマート
フォンなどでご覧いただけます。

TOPICS

※発行体格付とは、国や企業が債券などを発行する場合の信用度合い(返済能
力)を示すものです。

　脱炭素へ向けた環境配慮の取り組みとして、各種EVの販
売や、社用車のEV化などEVの活用を進めております。今回
新たにEVを地域住民への貢献に活用すべく、2つの取り組
みを開始いたしました。

①EVレンタカーサービス
　現在「トヨタ C+pod」「日産 SAKURA」の2車種のライ
ンナップを提供しております。今後は電動スクーターや電
動キックボード、緊急時に水に浮くことが可能なEVなどの
次世代モビリティーも随時充実させ、お客様へ新しい体験
を提供いたします。また、次世代モビリティーのカーシェ
アリング導入も検討しております。

②「名古屋市災害時電源協力車制度」への参画
　この制度参画により、名古屋市内で災害を起因とする停
電発生時にEVで避難所に駆け付け、給電活動を行います。
また、非常時に円滑に給電活動ができるよう、名古屋市が
主催する訓練やイベントに参加
いたします。

　今後もCO₂削減、資源循環な
どの環境保全に努め、地域社会
への貢献活動に取り組んでまい
ります。

EVの活用による地域社会への貢献

DX推進の基本的考え方

DXイメージと狙い
お客様への付加価値向上

・あくまで「人」が中心
・人の仕事の仕方を変える（X）
・その手段としてデジタル（D）を活用する

【お客様サービスのDX】 【自社のDX】

人財※の多様化に対応しつつ
「強さ」と「やさしさ」を兼
ね備えた物流現場づくり

お客様の車両管理業務におけ
る、「安心・安全」と「効率
化」の両立

管理・間接業務におけ
る「作業」の徹底排除
と、より付加価値の高
い業務へのリソースシ
フト

【IT基盤の整備】 各事業のDXを支える人財※及び情報基盤の整備

①物流サービス ②自動車サービス

経済産業省による「DX認定」取得

「くるみん認定」 発行体格付変更 BBB+［安定的］

※当社は､「人」が最も重要な経営資源であり、すべてのサービスを通じて「人」のスキル・ノウハウ・モ
チベーション等に支えられていると考えておりますので､「人財」の表現を使用しております。



〒460-0003 
名古屋市中区錦三丁目8番32号
TEL／052-962-7051（代）

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。
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株主メモ

事業年度 4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会開催期 6月
株主確定基準日 （1）定時株主総会　　3月31日

（2）期末配当　　　　3月31日
（3）中間配当　　　　9月30日

単元株式数 100株
上場証券取引所 東京証券取引所スタンダード市場

名古屋証券取引所プレミア市場

株主名簿管理人
特別口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先
（電話照会先）

〒168－0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
TEL:0120－782－031（フリーダイヤル）

証券コード 9368
公告掲載URL https://www.kimura-unity.co.jp/

株式情報（2023年9月30日現在）

発行可能株式総数 60,000,000 株
発行済株式総数 23,543,800 株
株主総数 18,199 名

配当金の推移 株主優待制度

長期優遇とは、中間期末日及び期末日の株主名簿に同一株主番号で
連続5回以上記載または記録されることを言います。

回　数
対　象

年2回
毎年3月31日現在及び9月30日現在
の200株以上保有する株主様

所有株式数 保有年数
優待内容

基本 長期優遇 合計
200株以上

1,000株未満 設定なし お米券　2kg お米券　2kg

1,000株以上
2,000株未満

2年未満 お米券　3kg お米券　3kg
2年以上 お米券　3kg お米券　2kg お米券　5kg

2,000株以上
2年未満 お米券　5kg お米券　5kg
2年以上 お米券　5kg お米券　2kg お米券　7kg

（単位：円） 中間配当 期末配当 特別配当 記念配当
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※2022年7月1日付で普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行っております。このた
め、過去データにつきましても株式分割を考慮して表示しております。

右記URLにアクセスいただき、
アクセスキー入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。

当社では、株主の皆さまの声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。お手数ではございますが、
アンケートへのご協力をお願いいたします。

株主の皆さまの声をお聞かせください

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝を進呈させていただきます。

スマートフォンから
カメラ機能でQRコードを読み取り
QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

本アンケートは、株式会社プロネクサスの提供する「コエキク」サービスにより実施いたします。
アンケートのお問い合わせ「コエキク事務局」        koekiku@pronexus.co.jp

https://koekiku.jp

※自己株式を除く。※自己株式を除く。


